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田
村
容
子
著
『
男
旦
（
お
ん
な
が
た
）
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
―
―
二
〇
世
紀

中
国
に
お
け
る
京
劇
の
現
代
化
』
を
め
ぐ
る
書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

―
―
通
俗
古
典
文
学
と
「
変
化
と
連
続
性
」
の
視
点
か
ら

松
浦

智
子

は
じ
め
に

本
パ
ネ
ル
で
は
、
田
村
容
子
著
『
男
旦
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
―
―
二
〇
世
紀
中

国
に
お
け
る
京
劇
の
現
代
化
』
（
以
下
、
本
書
）
を
め
ぐ
り
、
鈴
木
将
久
氏
の

司
会
の
も
と
、
著
者
の
田
村
容
子
氏
を
交
え
、
評
者
の
宮
内
肇
氏
、
松
浦
、
菅

原
慶
乃
氏
が
発
言
・
討
論
を
行
っ
た
（
評
者
氏
名
、
発
表
順
）
。

ま
ず
、
本
書
の
執
筆
目
的
で
あ
る
が
、
「
は
じ
め
に
」
ⅱ
で
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
る
。

本
書
は
、
二
〇
世
紀
の
京
劇
が
た
ど
っ
た
現
代
化
の
道
の
り
を
、
男
旦

と
女
優
に
焦
点
を
あ
て
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）

…

と
く
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
女
役
を
演
じ
る
俳
優
の
身
体
が
、
男

旦
か
ら
女
優
へ
、
す
な
わ
ち
男
性
か
ら
女
性
に
交
代
し
た
こ
と
に
つ
い

て
で
あ
る
。
（
下
線
、
松
浦
。
以
下
同
じ
）

京
劇
を
は
じ
め
中
国
の
伝
統
演
劇
に
は
、
特
殊
な
決
ま
り
ご
と
や
制
約
が
少

な
く
な
い
。
そ
の
た
め
伝
統
劇
が
、
現
代
化
の
な
か
で
自
身
を
変
容
さ
せ
る
道

の
り
に
は
模
索
や
苦
悩
が
つ
い
て
ま
わ
っ
た
。
本
書
は
そ
の
過
程
に
つ
い
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
観
客
の
関
わ
り
、
科
学
技
術
が
も
た
ら
し
た
演
劇
環
境
の

変
化
、
都
市
で
消
費
さ
れ
る
演
劇
・
俳
優
な
ど
、
多
角
的
に
論
じ
て
い
る
が
、

そ
の
中
軸
と
な
る
眼
差
し
は
一
貫
し
て
、「
俳
優
の
身
体
」
と
「
役
柄
の
表
象
」

に
生
じ
た
変
化
に
注
が
れ
る
。

多
く
の
場
合
、
生
身
の
俳
優
が
「
物
語
」
を
表
現
す
る
演
劇
は
、
演
者
の

「
身
体
」
と
「
役
柄
」
の
関
係
性
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
中
国
の
演
劇
は
、

本
質
的
に
宗
教
、
文
学
、
政
治
な
ど
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
展
開
し
て
き

た

。

（
一
）

そ
の
た
め
、
本
書
が
示
し
た
成
果
は
、
中
国
演
劇
学
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
領

域
の
中
国
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

本
パ
ネ
ル
で
は
、
本
書
の
こ
う
し
た
眼
差
し
を
前
提
に
、
各
評
者
が
自
身
の

専
門
と
の
関
わ
り
か
ら
論
評
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
各
評
者
の
視
点
を
つ
な

ぐ
「
変
化
と
普
遍
性
／
連
続
性
」
、
「
宗
族
」
、
「
男
装
」
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
宮
内
氏
は
「
変
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化
と
普
遍
性
」
を
象
徴
す
る
「
宗
族
」
を
、
菅
原
氏
は
「
男
装
」
と
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
の
関
連
性
を
論
点
の
一
つ
と
し
て
提
起
し
た
。
両
氏
の
論
点
は
、
筆
者

が
専
門
と
す
る
「
楊
家
将
演
義
」
や
「
木
蘭
」
と
い
っ
た
歴
史
題
材
を
用
い
る

近
世
の
文
芸
と
も
密
接
に
連
続
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
本
書
の
第
七
、
八
章

で
主
要
な
分
析
対
象
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
い
る
。

一
方
、
本
書
は
京
劇
を
「
伝
統
的
な
ル
ー
ツ
を
も
ち
な
が
ら
、
た
え
ず
革
新

し
て
い
く
演
劇
」
（
「
は
じ
め
に
」
ⅳ
、
ⅴ
）
だ
と
定
義
し
て
い
る
が
、
で
は

京
劇
は
、
「
革
新
」
の
一
部
と
し
て
、
「
過
去
」
に
連
接
す
る
歴
史
題
材
の
い

か
な
る
部
分
を
利
用
し
、
い
か
な
る
も
の
を
捨
象
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
筆
者
の
専
門
と
関
わ
り
の
あ
る
本
書
第
七
、
八
章
の
考
察
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
変
化
す
る
京
劇
や
そ
の
周
辺
の
戯
劇
の
、
過
去
と
の
連
続
性
に
関
わ
る

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
通
俗
古
典
文
学
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

一
、
第
七
章
、
第
八
章
の
内
容

本
書
第
七
、
八
章
は
、
主
に
女
性
役
を
演
じ
る
俳
優
の
身
体
が
、
男
旦
か
ら

女
優
へ
変
化
し
た
後
の
こ
と
を
論
ず
る
。
以
下
本
稿
に
関
係
す
る
部
分
を
中
心

に
大
ま
か
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
。

（
１
）
第
七
章
「
「
孤
島
」
期
上
海
と
戦
時
下
の
演
劇
」

第
七
章
は
主
に
「
孤
島
」
期
上
海
の
演
劇
に
つ
い
て
論
ず
る
。
こ
の
時
期

の
上
海
で
は
「
国
防
・
抗
戦
」
の
意
図
を
表
明
す
る
た
め
に
、
歴
史
的
な
「
民

族
英
雄
」
や
、
宋
末
・
明
末
な
ど
の
歴
史
題
材
を
用
い
た
戯
劇
を
上
演
す
る
こ

と
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
作
品
が
、
男
優
の
周
信
芳
（
麒

麟
童
）
が
改
変
し
た
京
劇
『
明
末
遺
恨
』
と
、
阿
英
（
魏
如
晦
）
の
話
劇
『
明

末
遺
恨
』
（
原
名
『
碧
血
花
』
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
同
じ
題
名
を
持
つ
が
、

内
容
は
異
な
る
。

京
劇
『
明
末
遺
恨
』
は
、
明
末
の
動
乱
の
な
か
崇
禎
帝
が
自
害
に
追
い
込

ま
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
描
く
作
品
で
あ
り
、
周
信
芳
が
演
じ
た
「
亡
国
の
皇
帝
」

の
物
語
は
、
当
時
の
上
海
の
状
況
を
寓
意
的
に
表
す
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

観
客
の
「
潜
在
的
恐
怖
」
や
「
占
領
に
よ
る
男
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
剥
奪
」

と
い
う
危
機
感
を
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
、
劇
場
内
だ
け
で
な
く
、
劇
場
外
の

メ
デ
ィ
ア
言
論
空
間
で
も
、
本
作
に
共
感
・
共
鳴
す
る
現
象
が
起
き
た
と
い
う
。

こ
の
現
象
に
連
動
す
る
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
、
京
劇
『
明
末
遺
恨
』
か

ら
題
名
を
借
用
し
た
、
阿
英
の
話
劇
『
明
末
遺
恨
』
が
上
海
で
上
演
さ
れ
た
。

話
劇
で
は
、
明
末
の
妓
女
・
葛
嫩
娘
が
従
軍
し
清
軍
に
捕
ら
わ
れ
て
も
抵
抗
し

て
自
死
す
る
、
と
い
う
京
劇
と
異
な
る
話
が
女
優
・
唐
若
青
に
よ
り
演
じ
ら
れ

た
が
、
両
者
に
は
「
同
じ
題
名
を
持
つ
歴
史
劇
」
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
た
め
、

観
客
層
の
重
複
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

一
方
、
話
劇
の
葛
嫩
娘
の
従
軍
姿
は
、
女
優
・
陳
雲
裳
が
演
じ
た
映
画
『
木

蘭
従
軍
』
（
一
九
三
九
年
）
の
「
花
木
蘭
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

木
蘭
故
事
の
骨
子
は
、
父
の
代
わ
り
に
男
装
し
、
国
の
た
め
戦
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
父
権
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
忠
孝
を
尽
く
し
て
「
た
た

か
う
女
性
」
の
姿
は
、
京
劇
『
明
末
遺
恨
』
で
男
優
が
表
現
し
た
「
男
性
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
」
を
「
補
完
す
る
役
割
」
を
果
た
し
た
、
と
本
書
は
指

摘
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
本
書
の
眼
差
し
は
、
第
八
章
で
「
た
た
か
う
女
性
」

の
身
体
・
形
象
・
役
割
に
注
が
れ
て
い
く
。
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（
２
）
第
八
章
「
た
た
か
う
女
性
像
の
系
譜
」

第
八
章
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
～
七
〇
年
代
の
革
命
模
範
劇
の
「
た
た
か
う

女
性
」
が
分
析
さ
れ
る
。
模
範
劇
で
女
優
が
演
じ
る
女
性
は
、
京
劇
か
ら
継
承

し
た
髪
型
、
衣
装
、
年
齢
、
社
会
属
性
な
ど
の
コ
ー
ド
で
類
型
化
さ
れ
る
が
、

そ
こ
で
身
体
的
に
表
現
さ
れ
る
「
役
割
」
は
、
時
に
コ
ー
ド
を
越
境
・
攪
乱
す

る
こ
と
が
あ
り
、
こ
う
し
た
形
象
は
、
「
花
木
蘭
」
の
「
娘
」
の
系
譜
や
「
楊

家
将
演
義
」
の
「
寡
婦
」
の
系
譜
な
ど
、
伝
統
文
芸
の
叙
述
か
ら
生
じ
て
き
た

と
い
う
。

例
え
ば
、
模
範
劇
の
原
型
た
る
『
紅
色
娘
子
軍
』
の
女
性
で
あ
る
。
映
画

版
の
主
題
歌
で
娘
子
軍
が
花
木
蘭
に
擬
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
紅
色
娘
子
軍
』

の
女
性
は
「
従
軍
・
男
装
」
に
よ
り
「
男
性
身
体
・
役
割
」
を
獲
得
し
つ
つ
も
、

「
父
、
家
、
国
、
党
」
と
い
う
父
権
制
に
奉
仕
す
る
「
娘
」
の
役
割
を
求
め
ら

れ
る
。
自
由
恋
愛
・
結
婚
な
ど
「
女
性
解
放
」
を
う
た
う
バ
レ
エ
版
で
も
、
こ

の
構
造
と
最
終
目
標
は
変
わ
ら
な
い
。

一
方
、『
紅
色
娘
子
軍
』
の
女
性
に
は
、
脱
性
愛
化
す
る
プ
ロ
ッ
ト
の
中
で
、

コ
ー
ド
を
攪
乱
し
な
が
ら
革
命
叙
事
を
主
体
的
に
担
う
役
目
も
托
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
映
画
版
で
は
、
男
女
の
愛
情
プ
ロ
ッ
ト
が
捨
象
さ
れ
る
一
方
、
女

性
た
ち
の
連
帯
が
強
調
さ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
バ
レ
エ
版
で
も
、
プ
ロ
ッ
ト
の

脱
性
愛
化
の
中
で
、
少
女
が
革
命
戦
士
へ
コ
ー
ド
変
更
し
つ
つ
も
、
「
軍
装
／

脱
軍
装
」
の
反
復
表
現
を
通
し
て
そ
の
「
娘
」
の
身
体
性
が
強
調
さ
れ
た
り
、

「
戦
闘
少
女
」
が
無
生
殖
の
ま
ま
増
え
た
り
す
る
構
造
が
見
え
る
と
い
う
。

コ
ー
ド
攪
乱
の
身
体
性
は
、
『
沙
家
浜
』
の
阿
慶
嫂
や
『
沂
蒙
頌
』
の
英
嫂

に
も
托
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
妻
の
コ
ー
ド
に
属
す
が
、
「
夫
不
在
」
の

設
定
に
よ
り
、
男
性
が
主
導
す
べ
き
革
命
叙
事
を
、
時
に
「
女
性
役
割
」
の
身

体
コ
ー
ド
の
ま
ま
主
体
的
に
担
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
表
象
の
淵
源
は
「
楊

家
将
演
義
」
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

「
楊
家
将
演
義
」
の
骨
子
は
、
北
宋
・
楊
家
の
男
性
が
死
に
、
代
わ
り
に

母
・
妻
・
娘
が
従
軍
し
て
敵
を
打
ち
破
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
寡
婦
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
楊
門
女
将
だ
が
、
彼
女
た
ち
は
父
権
制
の
象

徴
「
纏
足
」
の
ま
ま
男
装
も
せ
ず
戦
っ
て
伝
統
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
を
無
効
化

し

、
最
終
的
に
は
国
を
見
限
る
と
い
う
逸
脱
性
を
持
つ
、
と
著
者
は
い
う
。

（
二
）

一
方
、
彼
女
た
ち
は
父
権
制
の
周
縁
に
位
置
す
る
「
嫁
・
寡
婦
」
で
あ
り
な
が

ら
、
父
権
制
を
体
現
す
る
「
宗
族
」
を
維
持
す
る
「
母
」
と
も
な
る
両
義
性
を

有
す
る
。
こ
の
「
母
」
の
機
能
に
光
を
当
て
た
の
が
現
代
京
劇
の
「
楊
家
将
も

の
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
愛
国
」
の
母
・
寡
婦
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
た

と
い
う
。

こ
の
系
譜
を
継
承
す
る
阿
慶
嫂
や
英
嫂
は
、「
夫
不
在
の
妻
」
と
い
う
「
妻
」

と
「
寡
婦
」
の
中
間
的
存
在
で
あ
り
、
例
え
ば
、
阿
慶
嫂
は
「
妻
と
い
う
女
装
」

と
「
革
命
戦
士
の
装
束
」
を
自
在
に
使
い
分
け
て
革
命
に
参
与
し
、
英
嫂
は
水

筒
を
用
い
て
母
乳
を
兵
士
に
与
え
る
「
生
殖
な
き
母
性
」
を
表
象
す
る
。
こ
う

し
た
コ
ー
ド
攪
乱
・
脱
性
愛
化
の
身
体
は
、
党
と
の
一
体
化
を
表
現
し
て
お
り
、

「
戦
闘
少
女
」
と
「
夫
不
在
の
妻
」
は
、
と
も
に
、
物
理
的
に
は
生
殖
可
能
だ

が
、
革
命
叙
事
で
は
性
愛
不
可
侵
性
を
も
つ
両
義
的
な
身
体
と
し
て
機
能
し
た

と
い
う
。

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
本
書
は
、
京
劇
や
模
範
劇
の
女
性
の
身
体
に
は
、
男

性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
補
完
す
る
機
能
と
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ロ
ー
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
メ
ー
ジ
」
が
付
託
さ
れ
、
両
者
は
互
動
関
係
に
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あ
っ
た
と
総
じ
て
い
る
。

翻
っ
て
、
現
代
の
京
劇
の
女
性
に
托
さ
れ
た
「
戦
闘
少
女
［
娘
］
、
夫
不
在

の
妻
［
嫁
］
、
寡
婦
［
母
、
嫁
］
、
父
権
制
の
維
持
」
と
い
っ
た
錯
綜
し
た
役

割
を
、
通
俗
古
典
文
学
と
い
う
過
去
と
の
連
続
性
の
視
点
で
捉
え
直
す
と
、
そ

こ
で
は
や
は
り
、
「
宗
族
」
「
戦
う
女
性
」
「
男
装
」
を
主
軸
と
す
る
、
近
世
の

楊
家
将
故
事
や
木
蘭
故
事
が
注
目
さ
れ
て
く
る
。

二
、
楊
家
将
と
宗
族

（
１
）
陣
前
招
親
と
宗
族
拡
大

明
万
暦
期
の
小
説
『
北
宋
志
伝
』
（
以
下
『
北
宋
』
）
、
『
楊
家
府
演
義
』
（
以

下
『
楊
家

府

』
）
な
ど
に
纏
ま
っ
た
話
が
見
え
る
楊
家
将
故
事
は
、
い
わ
ゆ

（
三
）

る
「
家
将
も
の
」
に
属
す
文
芸
で
あ
る
。
史
実
か
ら
乖
離
し
た
英
雄
伝
奇
の
要

素
を
持
つ
「
家
将
も
の
」
は
、
「
陣
前
招
親
」
、
す
な
わ
ち
外
部
の
女
将
を
戦

い
の
な
か
で
獲
得
し
て
次
世
代
を
生
み
宗
族
を
拡
大
・
保
全
す
る
話
型
を
一
つ

の
核
と
す

る

。
例
え
ば
、
『
北
宋
』
『
楊
家
府
』
に
は
穆
桂
英
と
楊
宗
保
な
ど

（
四
）

の
、
『
楊
家
府
』
に
は
竇
錦
姑
、
杜
月
英
、
鮑
飛
雲
の
三
山
賊
と
楊
文
広
な
ど

の
陣
前
招
親
が
見
え
る
。

こ
の
話
型
は
元
代
の
こ
ろ
に
は
祖
型
が
出
現
し
て
い
た
よ
う
で
、
早
期
の

も
の
に
は
、
元
初
『
斉
東
野
語
』
の
楊
妙
真
と
李
全
、
明
成
化
説
唱
詞
話
『
花

関
索
伝
』
の
鮑
三
娘
、
王
桃
・
王
悦
姉
妹
と
花
関
索
の
陣
前
招
親
話
な
ど
が
あ

る

。
こ
の
う
ち
『
花
関
索
伝
』
の
鮑
三
娘
と
花
関
索
の
話
は
、
『
楊
家
府
』

（
五
）

の
鮑
飛
雲
と
楊
文
広
の
招
親
話
と
酷
似
し
て
お
り
、
両
者
は
ど
こ
か
の
段
階
で

影
響
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る

。

（
六
）

た
だ
し
、
『
花
関
索
伝
』
の
招
親
は
一
人
の
男
性
が
複
数
の
女
性
を
獲
得
す

、
、
、

る
話
で
あ
る
一
方
、
『
楊
家
府
』
の
招
親
は
一
人
の
男
性
が
複
数
の
女
性
に
獲

、

、

得
さ
れ
る
話
で
あ
り
、
男
女
の
ベ
ク
ト
ル
が
逆
転
し
て
い
る
。
明
後
期
の
楊
家

、
、
、
、

将
故
事
は
、
女
性
の
身
体
が
男
性
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
、
父
権
制
の
論
理
を
逸

脱
す
る
要
素
を
孕
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
楊
家
将
は
現
実
に
は

生
じ
に
く
い
逸
脱
性
を
内
包
す
る
が
、
そ
の
故
事
の
形
成
・
拡
大
の
過
程
は
、

実
在
し
た
楊
氏
一
族
の
宗
族
保
全
・
拡
大
の
行
為
と
環
流
し
あ
う
関
係
に
あ
っ

た
。そ

も
そ
も
、
対
遼
戦
で
活
躍
し
た
楊
業
ら
太
原
楊
氏
の
歴
史
的
事
跡
は
、

人
口
に
膾
炙
し
や
す
い
性
質
を
帯
び
て
い
た
よ
う

で

、
有
名
武
門
「
太
原
楊

（
七
）

氏
」
の
系
譜
は
、
そ
の
後
、
①
元
播
州
楊
氏
、
②
明
前
期
六
合
楊
氏
、
③
明
嘉

靖
期
代
州
楊
氏
と
い
う
実
在
す
る
三
つ
の
楊
氏
の
系
図
に
く
り
込
ま
れ
て
い
っ

た
。ま

ず
①
播
州
楊
氏
で
あ
る
が
、
こ
の
一
族
は
南
宋
期
の
碑
文
（
貴
州
省
博
物

館
蔵
「
楊
文
神
道
碑
」
）
を
見
る
限
り
、
本
来
、
太
原
楊
氏
と
は
無
関
係
の
一

族
だ
っ
た
。
だ
が
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
新
た
な
統
合
社
会
が
出
現
す
る
と
、
播

州
楊
氏
は
中
央
の
翰
林
グ
ル
ー
プ
と
交
流
を
も
つ
な
か
で
、
自
身
の
地
位
向
上

と
宗
族
の
保
全
・
拡
大
の
た
め
に
、
北
宋
の
太
原
楊
氏
を
取
り
入
れ
た
系
譜
を

作
成
し

た

（
元
・
程
鉅
夫
『
雪
楼
集
』
巻
一
六
「
忠
烈
廟
碑
」
）
。

（
八
）

ま
た
、
こ
の
動
き
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
翰
林
文
人
の
柳
貫
や

袁
桷
な
ど
も
、
播
州
楊
氏
の
た
め
に
「
黄
宗
道
『
播
州
楊
儀
娘
独
騎
図
』
」（
『
清

、
、
、

容
居
士
集
』
巻
四
五
）
、
「
黄
宗
道
『
播
州
楊
氏
女
』
」
（
『
待
制
集
』
巻
六
）
と

い
っ
た
画
題
詩
を
な
し
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
画
題
詩
に

北
宋
の
儂
智
高
征
伐
で
活
躍
し
た
播
州
楊
氏
の
女
将
・
楊
儀
娘
の
姿
が
詠
わ
れ
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て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
播
州
楊
氏
の
一
族
内
伝
承
と
な
っ
て
い
た
と
思

し
い
楊
儀
娘
の
姿
は
、
楊
家
将
故
事
の
楊
文
広
の
姉
妹
「
楊
宜
娘
」
の
祖
型
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
在
す
る
宗
族
の
自
己
保
全
の
行
為
が
、
楊
家
将
故
事

の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
痕
跡
が
こ
こ
に
見
て
と
れ

る

。

（
九
）

次
に
②
明
代
前
期
の
六
合
楊
氏
で
あ
る
が
、
こ
の
一
族
は
土
木
の
変
な
ど
「
北

虜
」
対
策
の
功
績
に
よ
り
爵
位
を
得
た
こ
ろ
か
ら
、
①
播
州
楊
氏
を
取
り
入
れ

た
系
図
を
高
級
文
人
に
作
成
し
て
も
ら
う
な
ど
（
明
・
陳
循
「
楊
洪
神
道
碑

銘
」
）
、
「
楊
家
将
」
の
末
裔
を
自
称
し
始
め
て
い
た
。
そ
の
荒
唐
無
稽
さ
は
、

明
の
王
世
貞
に
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
（
『
宛
委
餘
篇
』
巻
六
）
、
そ

の
後
、
六
合
楊
氏
は
明
小
説
『
于
少
保
萃
忠
伝
』
に
「
明
の
楊
家
将
」
と
し
て

登
場
す
る
な
ど
、
「
楊
家
将
」
の
末
裔
と
し
て
俗
文
学
に
も
影
響
を
与
え
る
存

在
と
な
っ

た

。

（
十
）

そ
し
て
③
明
嘉
靖
期
の
代
州
楊
氏
で
あ
る
が
、
こ
の
宗
族
は
①
②
宗
族
の
系

譜
の
他
に
、
明
の
楊
家
将
雑
劇
な
ど
に
見
え
る
俗
文
学
の
系
譜
を
取
り
入
れ
て
、

宗
族
を
拡
大
し
て
い
た
（
山
西
楊
忠
武
祠
伝
存
碑
文
）
。
こ
の
行
為
は
、
「
北

虜
」
ア
ル
タ
ン
の
入
寇
が
く
り
返
さ
れ
て
い
た
時
期
に
な
さ
れ
て
お
り
、
代
州

は
ア
ル
タ
ン
軍
の
侵
入
経
路
上
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
代
州
楊
氏
は
北
方
の
遼

を
撃
破
し
た
楊
家
将
の
系
譜
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
「
北
虜
」
へ
の
抗
戦
や
宗

族
保
全
の
意
思
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る

。

（
十
一
）

（
２
）
男
装
す
る
楊
家
の
娘
た
ち
と
「
擬
制
結
婚
」

こ
の
よ
う
に
、
実
在
の
楊
氏
の
宗
族
保
全
・
拡
大
行
為
と
環
流
し
な
が
ら

発
展
し
て
き
た
楊
家
将
故
事
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、
故
事
側
の
宗
族
を
支
え

る
女
将
に
、
男
装
し
て
「
擬
制
結
婚
」
す
る
と
い
う
コ
ー
ド
攪
乱
の
叙
述
が
托

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
祖
型
を
示
す
の
が
、
②
播
州
楊
氏
の
楊
儀
娘
を
詠
ん
だ
画
題
詩
で
あ

る
。
楊
儀
娘
の
従
軍
姿
は
、
袁
桷
の
画
題
詩
で
は
木
蘭
に
、
柳
貫
の
画
題
詩
で

は
平
陽
公
主
の
娘
子
軍
に
擬
え
ら
れ
て
い

る

。
両
詩
と
も
冒
頭
句
で
、
楊
儀

（
十
二
）

娘
の
長
い
黒
髪
や
赤
い
巾
を
巻
き
付
け
た
姿
を
詠
ん
で
い
る
た
め
、
絵
図
の
従

軍
姿
は
完
全
な
る
男
装
で
は
な
い
。
し
か
し
、
袁
桷
の
詩
に
、
父
母
の
も
と
帰

っ
た
儀
娘
が
女
装
に
戻
る
描
写
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
代
の
楊
門
女
将
の
従
軍

姿
に
は
、
「
半
男
装
」
の
「
娘
」
の
形
象
が
托
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
形
象
は
明
後
期
に
な
る
と
、
楊
家
将
の
陣
前
招
親
す
な

わ
ち
宗
族
拡
大
譚
の
な
か
に
、
変
則
的
に
表
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

明
後
期
の
楊
門
女
将
の
陣
前
招
親
に
は
、

男
装
し
な
い
パ
タ
ー
ン
と
、

A

男
装
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

は
嫁
・
寡
婦
・
母
と
な
る
「
宗
族
外
部
か

B

A

ら
来
た
女
性
」
で
、

は
楊
家
の
娘
・
姉
妹
と
い
う
「
宗
族
内
部
の
女
性
」
で

B

あ
り
、
こ
の
う
ち

パ
タ
ー
ン
に
男
装
し
て
敵
の
女
性
と
擬
制
結
婚
す
る
話
型

B

が
み
え
る
。

例
え
ば
、
明
・
万
暦
期
の
楊
家
将
小
説
『
北
宋
』
第
二
六
回
と
『
楊
家
府
』

第
一
六
・
一
七
則
に
は
、
楊
業
の
娘
の
楊
九
妹
が
、
兄
の
楊
六
郎
の
窮
地
を
救

う
た
め
に
男
装
し
て
遼
に
偵
察
に
行
き
、
遼
の
宰
相
張
華
に
武
芸
と
容
貌
を
見

込
ま
れ
て
娘
の
月
英
と
結
婚
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
話
が
見
え
る
。

ま
た
類
似
の
話
型
は
、
明
後
期
彩
絵
本
『
楊
文
広
征
蛮
伝
』（
以
下
『
征
蛮
』
）

の
西
霞
征
伐
故
事
に
も
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
楊
文
広
の
娘
の
楊
満
堂
が
男
装

し
て
李
三
郎
と
名
乗
り
、
戦
い
の
な
か
で
西
霞
の
青
琴
公
主
に
見
初
め
ら
れ
結

婚
す
る
も
、
公
主
を
裏
切
り
西
霞
の
宮
殿
を
焼
き
討
ち
し
て
囚
わ
れ
て
い
た
兄

弟
楊
懐
玉
（
四
郎
）
、
楊
順
虎
（
五
郎
）
を
救
出
す
る
、
と
い
う
話
が
描
か
れ

る

。

（
十
三
）
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こ
の
よ
う
に
、
明
後
期
の
楊
家
将
故
事
で
は
、

宗
族
内
部
の
娘
・
姉
／
妹

B

が
男
装
し
て
「
擬
制
結
婚
」
し
、
兄
／
弟
と
い
う
男
性
宗
族
た
め
に
敵
を
攪
乱

・
潰
滅
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

は
役
目
が
終
わ
る
と
男
装
を
解
い
て

B

女
性
の
身
体
に
戻
る
の
だ
が
、
こ
の
流
れ
の
な
か
で

の
身
体
に
托
さ
れ
た
父

B

権
制
は
、
［
娘
・
姉
／
妹
（
宗
族
の
補
助
、
孝
悌
）
→
男
装
・
擬
制
結
婚
（
男

と
し
て
宗
族
保
全
）
→
娘
・
姉
／
妹
（
宗
族
の
補
助
、
孝
悌
）
］
と
図
式
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
男
装
で
父
権
制
を
体
現
で
き
る
の
は

宗
族
内
の
女

B

性
で
あ
っ
て
、

宗
族
の
周
縁
に
い
る
女
性
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

A

こ
れ
は
、
一
時
的
で
あ
れ
、
男
装
に
よ
り
性
を
越
境
し
「
宗
族
男
性
＝
父
権
制

当
事
者
」
と
な
れ
る
の
は
「
内
部
成
員
」
に
限
る
と
い
う
、
宗
族
の
「
内
と
外
」

の
境
界
性
を
無
意
識
に
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
明
後
期
の
楊

家
将
故
事
に
は
、
女
性
の
身
体
が
男
性
に
打
ち
勝
つ
父
権
制
逸
脱
の
要
素
が
み

え
る
の
と
同
時
に
、
強
烈
な
父
権
制
維
持
の
力
学
が
働
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
例
え
ば
『
楊
家
府
』
は
、
最
終
的
に
北
宋
と
い
う
「
国
」
を
見

捨
て
る
結
末
で
あ
る
た
め
、
明
後
期
の
楊
家
将
故
事
の
父
権
制
の
ベ
ク
ト
ル
は

「
家
・
宗
族
∨
国
」
と
い
う
よ
う
に
、
宗
族
に
向
け
て
よ
り
大
き
く
振
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
ベ
ク
ト
ル
が
生
じ
た
の
は
、
「
家
将
も
の
」
が
本
来

的
に
武
人
の
宗
族
の
物
語
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
武
人
の
宗
族
の

物
語
で
は
、
文
人
主
導
の
「
国
」
に
対
す
る
怒
り
や
反
逆
性
が
示
さ
れ
る
場
合

が
多
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ

う

。
こ
こ
に
、
女
性
の
身
体
に
党
（
国
）

（
十
四
）

と
の
一
体
性
を
求
め
る
現
代
の
模
範
劇
と
の
相
違
が
あ
る
。

他
方
、
楊
家
将

に
類
似
す
る
女
性
の
形
象
は
、
清
の
木
蘭
故
事
に
も
見

B

え
る
。
そ
こ
に
は
「
家
将
も
の
」
や
、
才
子
佳
人
小
説
の
影
響
が
見
え
る

が

、

（
十
五
）

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
才
子
佳
人
小
説
に
は
触
れ
ず
、
以
下
、
主
に
清
の
木

蘭
故
事
の
女
性
に
つ
い
て
「
家
将
も
の
」
と
の
関
係
も
視
野
に
い
れ
つ
つ
述
べ

て
い

く

。

（
十
六
）

三
、
木
蘭
故
事

木
蘭
故
事
を
扱
う
清
の
文
芸
に
は
、
ご
く
大
ま
か
に
見
れ
ば
、
北
魏
を
舞
台

と
し
婚
姻
に
帰
着
す
る
系
統
（
北
魏
・
婚
姻
系
統
）
と
、
隋
唐
を
舞
台
と
し
木

蘭
の
自
刃
に
帰
着
す
る
系
統
（
隋
唐
・
自
刃
系
統
）
が
存
在
す
る
。
前
者
に
は
、

明
後
期
徐
渭
の
戯
劇
『
雌
木
蘭
替
父
従
軍
』
（
以
下
『
雌
木
蘭
』
）
の
影
響
を

受
け
た
、
清
乾
隆
の
戯
劇
『
双
兎
記
』
、
清
道
光
の
小
説
『
北
魏
奇
史
閨
孝
烈

伝
』
（
以
下
『
閨
孝
』
）
な
ど
が
、
後
者
に
は
清
初
褚
人
穫
の
小
説
『
隋
唐
演

義
』
（
以
下
『
隋
唐
』
）
や
、
清
末
の
小
説
『
忠
孝
勇
烈
奇
女
伝
』
（
以
下
『
奇

女
』
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１
）
北
魏
・
婚
姻
系
統
と
「
男
装
・
擬
制
結
婚
」

ま
ず
、
前
者
に
影
響
を
与
え
た
『
雌
木
蘭
』
二
齣
で
あ
る
が
、
北
魏
の
花
木

蘭
は
父
花
弧
に
代
わ
り
黒
山
の
賊
・
豹
子
皮
討
伐
軍
に
参
加
し
活
躍
す
る
と
い

う
骨
子
を
も
つ
。
本
作
で
は
「
父
（
家
）
へ
の
孝
」
に
加
え
、「
木
蘭
辞
」（
『
楽

府
詩
集
』
）
に
は
な
か
っ
た
「
国
へ
の
忠
」
と
い
う
叙
事
が
新
た
に
付
加
さ
れ

て
い

る

。
た
だ
し
、
そ
の
結
末
は
許
嫁
・
王
郎
と
の
結
婚
と
い
う
宗
族
の
維

（
十
七
）

持
に
お
か
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
男
装
場
面
で
は
、
纏
足
を
解
き
な
が
ら
結
婚

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
案
ず
る
木
蘭
の
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
雌
木

蘭
』
で
は
、
「
家
（
孝
）
→
国
（
忠
）
→
家
（
孝
・
結
婚
に
よ
る
宗
族
維
持
）
」
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の
原
則
で
動
く
、
革
命
模
範
劇
の
「
娘
」
の
系
譜
の
淵
源
と
も
い
う
べ
き
父
権

制
が
木
蘭
に
托
さ
れ
て
い

る

。
ま
た
、
本
作
は
文
人
の
徐
渭
が
な
し
た
戯
劇

（
十
八
）

で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
は
国
や
家
に
対
す
る
反
逆
性
も
見
え
な
い
。

こ
の
『
雌
木
蘭
』
を
敷
衍
し
た
の
が
、
清
乾
隆
年
間
に
王
族
の
永
恩
が
な

し
た
戯
劇
『
双
兎
記
』
四
十
齣
（
「
漪
園
四

種

」
）
で
あ
る
。
『
双
兎
記
』
は

（
十
九
）

『
雌
木
蘭
』
と
同
じ
く
、
北
魏
の
時
代
に
父
花
弧
に
代
わ
っ
て
黒
山
の
豹
子
皮

討
伐
に
従
軍
し
た
花
木
蘭
が
最
終
的
に
王
青
雲
と
結
婚
す
る
、
と
い
う
話
の
大

枠
を
持
つ
。
ま
た
、
例
え
ば
第
八
齣
で
は
、
木
蘭
が
「
木
蘭
忠
孝
性
、
今
改
妝

成
」
と
男
装
の
動
機
と
し
て
「
忠
孝
」
を
唱
い
、
他
の
場
面
で
も
王
青
雲
や
木

蘭
の
父
母
が
そ
の
「
忠
孝
」
を
繰
り
返
し
称
賛
す
る
こ
と
か
ら
、
本
作
で
も
「
家

（
孝
）
→
国
（
忠
）
→
家
（
孝
・
結
婚
に
よ
る
宗
族
維
持
）
」
の
原
則
が
木
蘭

の
身
体
に
托
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る

。
か
く
て
、
支
配
層
の
文
人
男
性

（
二
十
）

が
な
し
た
本
作
に
も
、
国
や
家
に
対
す
る
反
逆
性
は
見
え
な
い
。

他
方
、
『
双
兎
記
』
に
は
『
雌
木
蘭
』
に
は
な
か
っ
た
、
楊
家
将

パ
タ
ー

B

ン
「
娘
が
男
装
し
て
敵
の
女
性
と
擬
制
結
婚
す
る
」
話
に
類
す
る
次
の
よ
う
な

筋
が
見
え
る
。
黒
山
の
豹
子
皮
・
豹
九
関
兄
弟
の
妹
・
豹
千
金
が
男
装
し
た
木

蘭
を
見
初
め
、
細
作
に
密
書
を
托
し
て
「
求
婚
」
の
意
思
を
木
蘭
に
知
ら
せ
（
第

二
五
、
二
六
齣
）
、
豹
千
金
の
内
応
に
よ
り
、
木
蘭
の
軍
勢
が
勝
利
を
得
る
（
第

二
九
、
三
〇
齣
）
。
こ
の
筋
か
ら
、
木
蘭
故
事
で
も
宗
族
内
の
「
娘
」
に
男
装

（
性
別
越
境
）
に
よ
っ
て
「
忠
孝
」
を
全
う
で
き
る
機
能
が
托
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

一
方
、
兄
を
裏
切
り
北
魏
軍
に
加
勢
し
た
女
将
・
豹
千
金
の
そ
の
後
は
『
双

兎
記
』
で
全
く
触
れ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
作
者
が
宗
族
を
裏
切
っ
た
女
性
の

処
置
に
困
っ
た
結
果
生
じ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
擬
制
結
婚
」

に
よ
り
自
軍
を
裏
切
る
女
将
の
処
遇
は
、
清
末
『
閨
孝
』
の
段
階
に
な
る
と
、

「
家
将
も
の
」
や
才
子
佳
人
小
説
の
影
響
も
あ
り
、
『
双
兎
記
』
と
は
異
な
る

着
地
を
見
せ
る
。

清
道
光
期
に
張
紹
賢
が
な
し
た
小
説
『
閨
孝
』
全
四
十
六

回

は
、
北
魏

（
二
一
）

の
時
代
に
、
花
木
蘭
が
父
花
弧
に
代
わ
っ
て
黒
山
の
賀
虎
（
綽
名
が
豹
子
皮
）

討
伐
に
従
軍
し
、
最
終
的
に
王
青
雲
と
結
婚
す
る
と
い
う
『
雌
木
蘭
』
『
双
兎

記
』
と
同
様
の
大
枠
を
持
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
六
回
以
降
に
は
、
豹
子
皮

賀
虎
の
軍
師
・
孫
思
の
計
略
で
、
豹
子
皮
の
部
下
・
趙
譲
の
表
妹
・
盧
玩
花
と

男
装
し
た
木
蘭
が
「
擬
制
結
婚
」
す
る
次
の
よ
う
な
話
が
み
え
る
。

木
蘭
は
閨
房
に
て
盧
玩
花
に
女
で
あ
る
こ
と
を
見
破
ら
れ
る
が
、
盧
玩
花

が
木
蘭
の
孝
行
ぶ
り
に
感
嘆
す
る
の
を
見
て
、
盧
玩
花
に
義
姉
妹
と
な
り
北
魏

に
帰
順
し
、
自
身
の
許
嫁
・
王
青
雲
の
妻
と
な
る
こ
と
を
勧
め
る
。
木
蘭
の
提

案
を
受
け
入
れ
た
盧
玩
花
が
内
応
し
、
黒
山
の
賊
を
掃
討
し
た
あ
と
、
そ
の
忠

孝
か
ら
木
蘭
は
「
節
孝
一
品
夫
人
」
に
、
盧
玩
花
は
「
忠
義
夫
人
」
に
封
じ
ら

れ
、
両
者
そ
ろ
っ
て
王
青
雲
と
結
婚
し
、
王
、
花
、
盧
の
三
宗
族
は
繁
栄
す

る

。

（
二
二
）

か
く
て
本
作
で
も
「
娘
（
木
蘭
）
の
男
装
」
を
通
し
て
「
家
（
孝
）
→
国

（
忠
）
→
家
（
孝
・
結
婚
に
よ
る
宗
族
維
持
）
」
の
原
則
が
表
現
さ
れ
る
が
、

そ
の
身
体
描
写
に
は
前
二
作
と
は
差
異
が
あ
る
。
例
え
ば
、
木
蘭
と
盧
玩
花
が

「
擬
制
結
婚
」
し
義
姉
妹
と
な
る
話
で
は
、
木
蘭
の
耳
飾
り
の
穴
の
あ
る
耳
、

の
ど
仏
の
な
い
首
、
纏
足
と
い
っ
た
身
体
に
つ
い
て
の
細
か
な
描
写
や
、
二
女

の
連
帯
構
築
に
至
る
ま
で
の
経
過
が
多
く
の
紙
幅
を
使
っ
て
濃
密
に
示
さ
れ

る
。
ま
た
、
途
中
に
は
盧
玩
花
が
木
蘭
の
寝
姿
を
見
て
「
不
覚
情
欲
勃
勃
」（
一

九
回
）
と
な
る
と
い
う
、
同
性
愛
に
も
似
た
描
写
も
挟
ま
れ
、
第
四
六
回
で
は
、

華
燭
の
典
を
へ
た
木
蘭
、
盧
玩
花
、
王
青
雲
の
性
愛
描
写
も
描
か
れ
る
。
こ
こ

か
ら
見
れ
ば
、
本
作
の
女
性
同
士
の
連
帯
は
、
男
性
作
者
が
読
者
の
娯
楽
的
興

味
を
引
く
た
め
描
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
党
と
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の
一
体
性
を
示
す
た
め
女
性
同
士
の
脱
性
愛
化
し
た
連
帯
を
叙
述
し
た
現
代
模

範
劇
と
の
差
異
が
見
え
る
。
他
方
、
「
隋
唐
・
自
刃
系
統
」
の
作
品
で
は
、
脱

性
愛
化
し
た
女
性
同
士
の
連
帯
が
描
写
さ
れ
る
。

（
２
）
隋
唐
・
自
刃
系
統
と
「
擬
制
結
婚
」

清
初
の
褚
人
穫
『
隋

唐

』
に
は
第
五
六
～
六
二
回
に
木
蘭
故
事
が
見
え
、

（
二
三
）

次
の
よ
う
な
女
性
の
連
帯
が
描
か
れ
る
。
時
は
隋
唐
の
混
乱
期
、
花
木
蘭
は
父

に
代
わ
り
突
厥
の
可
汗
の
徴
兵
に
応
じ
従
軍
す
る
。
夏
軍
と
の
戦
闘
で
木
蘭
は

竇
建
徳
の
娘
・
竇
線
娘
に
捉
え
ら
れ
る
も
、
木
蘭
の
「
孝
女
」
ぶ
り
に
感
嘆
し

た
竇
線
娘
と
義
姉
妹
と
な
る
。
後
、
竇
建
徳
の
夏
が
唐
に
破
れ
る
と
、
竇
線
娘

・
木
蘭
は
父
権
制
の
象
徴
「
纏
足
」
姿
の
ま
ま
李
淵
の
前
に
出
て
「
父
」
建
徳

の
命
乞
い
を
す
る
。
二
人
の
「
孝
女
」
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
建
徳
は
赦
免
さ
れ
、

線
娘
は
許
嫁
の
羅
成
と
の
婚
姻
を
、
木
蘭
は
父
母
の
も
と
に
戻
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
木
蘭
は
線
娘
か
ら
預
か
っ
た
羅
成
へ
の
手
紙
と
と
も
に
故
郷

へ
戻
る
と
、
父
は
没
し
母
は
改
嫁
し
て
お
り
、
自
身
も
突
厥
可
汗
に
入
宮
す
る

よ
う
迫
ら
れ
た
た
め
、
羅
成
へ
の
手
紙
を
妹
・
又
蘭
に
托
し
て
父
の
墓
前
で
自

刎
す
る
。

本
作
で
の
女
性
同
士
の
連
帯
は
、
竇
線
娘
が
木
蘭
帰
郷
後
に
彼
女
と
そ
の
父

母
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
考
え
る
ほ
ど
の
親
密
ぶ
り
を
示
す
が
（
六
〇
回
）
、
そ

こ
に
は
性
愛
に
関
わ
る
叙
述
が
ほ
ぼ
見
え
な
い
。
こ
の
性
愛
不
可
侵
性
は
、
木

蘭
が
可
汗
の
後
宮
入
り
を
拒
み
自
刎
す
る
結
末
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
孝
、

貞
」
と
い
う
宗
族
（
家
）
の
純
化
を
志
向
し
て
い
る
一
方
、
国
へ
の
「
忠
」
に

は
あ
ま
り
向
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
、
竇
線
娘
と
羅
成
の
婚
姻
が
羅
家
将

や
薛
家
将
故
事
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う

に

、
『
隋
唐
』
が
国
へ
の
反
逆
性
を

（
二
四
）

示
す
こ
と
が
あ
る
「
家
将
も
の
」
に
連
続
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て

い
る
だ
ろ

う

。
一
方
、
清
末
の
小
説
『
忠
勇
』
で
は
、
女
性
同
士
の
脱
性
愛

（
二
五
）

化
し
た
連
帯
は
、
や
や
異
な
る
色
合
い
を
見
せ
る
。

黄
陂
の
木
蘭
信
仰
・
伝

説

を
反
映
し
た
清
末
の
『
忠
勇
』
四
巻
三
十
二

（
二
六
）

回

で
は
、
主
人
公
・
朱
木
蘭
は
唐
を
興
す
べ
く
下
凡
し
た
真
仙
と
い
う
設
定

（
二
七
）

に
な
っ
て
お
り
、
儒
仏
道
の
因
縁
を
背
景
に
話
が
進
む
。『
忠
勇
』
の
木
蘭
は
、

幼
く
し
て
儒
仏
道
の
宗
旨
を
修
得
し
、
喪
悟
和
尚
に
武
芸
を
学
ん
だ
文
武
両
道

の
「
奇
女
」
に
し
て
、
病
身
の
父
に
替
わ
っ
て
唐
太
宗
の
突
厥
討
伐
に
従
軍
す

る
「
忠
孝
双
全
」
（
一
三
回
）
の
娘
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
第
二
○
回

以
降
に
、
男
装
し
た
木
蘭
が
番
将
・
花
子
麻
の
妹
・
花
阿
珍
と
「
擬
制
婚
約
」

し
連
帯
す
る
次
の
よ
う
な
話
が
み
え
る
。

花
阿
珍
は
出
家
を
願
っ
て
い
た
が
、
兄
よ
り
嫁
ぐ
こ
と
を
強
要
さ
れ
、
朱

木
蘭
と
な
ら
結
婚
す
る
と
言
う
。
木
蘭
は
始
め
こ
れ
を
拒
む
が
、
李
靖
の
仲
立

ち
に
よ
り
、
終
戦
後
に
結
婚
す
る
と
の
条
件
で
花
阿
珍
と
婚
約
す
る
。
軍
営
で

は
木
蘭
が
花
阿
珍
に
折
節
「
講
解
経
義
」
し
「
相
得
甚
歓
」
（
二
〇
回
）
す
る

な
ど
、
二
女
は
修
道
を
通
し
て
連
帯
し
て
い
く
。
突
厥
が
投
降
し
、
凱
旋
の
途

上
で
大
儒
の
教
え
に
触
れ
た
木
蘭
は
（
二
五
回
）
、
父
母
へ
の
孝
行
と
修
道
に

専
念
す
べ
く
唐
へ
の
仕
官
を
拒
み
続
け
る
。
そ
の
後
、
奸
臣
の
讒
言
で
反
逆
の

罪
を
着
せ
ら
れ
た
木
蘭
は
、
潔
白
を
示
す
べ
く
剣
で
胸
を
突
き
自
殺
し
、
花
阿

珍
も
後
追
い
自
殺
し
た
（
三
二
回
）
。

こ
の
よ
う
に
、
三
教
修
道
の
叙
述
を
通
し
て
連
帯
す
る
二
女
の
身
体
に
は
、

純
化
し
た
性
愛
不
可
侵
性
が
托
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
可
侵
性
は
、
木
蘭
が
自

殺
と
い
う
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
「
忠
」
を
示
し
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
父
権

制
の
力
学
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
も
判
断
さ
れ
る
。
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た
だ
し
『
忠
勇
』
で
は
、
木
蘭
ら
の
亡
骸
が
埋
葬
さ
れ
た
木
蘭
山
で
幾
度

も
霊
験
が
生
じ
、
そ
れ
が
祭
祀
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
信
仰
・
修
道
に
よ
っ
て

木
蘭
と
結
び
つ
い
た
花
阿
珍
が
そ
の
後
を
追
っ
て
自
殺
し
た
り
す
る
叙
述
が
な

さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
木
蘭
ら
の
不
可
侵
の
身
体
に
は
、
家
・
宗
族

で
も
国
で
も
な
く
、
信
仰
と
リ
ン
ク
し
た
超
俗
性
が
托
さ
れ
て
い
た
部
分
も
あ

っ
た
と
思
し
い
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
現
代
の
京
劇
、
模
範
劇
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
表
象
を
、
「
変

化
と
連
続
性
」
の
角
度
か
ら
捉
え
る
た
め
に
、
近
世
の
楊
家
将
や
木
蘭
故
事
に

お
け
る
女
性
の
叙
述
の
流
れ
を
見
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
世
の
楊
家
将
や

木
蘭
の
故
事
で
は
、
男
装
や
「
擬
制
結
婚
」
、
女
性
同
士
の
連
帯
と
い
っ
た
「
コ

ー
ド
攪
乱
」
の
身
体
描
写
を
通
し
て
、
基
本
的
に
「
父
権
制
」
の
力
学
が
強
く

作
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

も
し
、
こ
の
確
認
内
容
を
踏
ま
え
、
田
村
氏
が
本
書
第
七
、
八
章
に
て
、

楊
家
将
故
事
は
「
嫁
・
寡
婦
」
「
母
」
の
系
譜
の
、
木
蘭
故
事
は
「
娘
」
の
系

譜
の
淵
源
と
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
対
し
補
足
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

木
蘭
故
事
だ
け
で
な
く
明
後
期
の
楊
家
将
で
も
、
男
装
や
「
擬
制
結
婚
」

に
よ
っ
て
家
に
寄
与
す
る
「
娘
」
の
身
体
が
、
宗
族
の
力
学
と
と
も
に
叙
述
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
中
国
で
は
作
品
の
題
材
・
内
容
の
枠
を
越
え

て
、
身
体
コ
ー
ド
を
攪
乱
し
つ
つ
、
父
権
制
の
論
理
の
も
と
家
・
宗
族
の
維
持

・
拡
大
に
尽
力
す
る
「
娘
」
の
形
象
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
娘
」
の
系
譜
は
、
現
代
の
京
劇
、
模
範
劇
な
ど
に
確

実
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
近
世
通
俗
古
典
文
学
で
は
、
題
材
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

作
品
の
製
作
・
受
容
層
の
違
い
か
ら
、
女
性
の
身
体
叙
述
を
通
し
て
示
さ
れ
る

父
権
制
の
ベ
ク
ト
ル
に
、
差
異
が
生
じ
て
い
た
。
ご
く
大
ま
か
に
い
え
ば
、『
雌

木
蘭
』
『
双
兎
記
』
の
よ
う
な
高
級
文
人
ら
支
配
層
に
よ
っ
て
製
作
・
受
容
さ

れ
た
作
品
で
は
「
家
・
宗
族
＝
国
」
と
い
う
、
『
楊
家
府
』
『
隋
唐
』
の
よ
う

な
下
級
文
人
が
製
作
し
、
武
人
や
民
衆
な
ど
の
層
に
受
容
さ
れ
た
作
品
で
は
、

「
家
・
宗
族
∨
国
」
と
い
う
父
権
制
の
ベ
ク
ト
ル
が
示
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
現
代
模
範
劇
で
党
（
国
）
と
の
一
体
化
を
表
象
す
べ
く
、
女
性
同

士
の
連
帯
が
脱
性
愛
化
し
て
描
か
れ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
現
代
の
戯
劇
に
は

『
楊
家
府
』
『
隋
唐
』
に
見
え
る
よ
う
な
国
に
対
す
る
反
逆
性
の
叙
述
は
受
け

継
が
れ
ず
、
『
雌
木
蘭
』
『
双
兎
記
』
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
国
と
家
と
に
尽
く

す
女
性
の
身
体
叙
述
が
「
家
・
宗
族
＝
国
」
、
も
し
く
は
時
に
「
家
・
宗
族
∧

国
」
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
に
変
更
さ
れ
つ
つ
、
継
承
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
本
来
個
人
の
領
域
で
あ
る
は
ず
の
女
性
の
身
体
が
、
近
世

の
民
衆
層
に
近
い
文
芸
で
は
「
家
・
宗
族
∨
国
」
と
い
う
構
図
の
、
支
配
層
に

近
い
文
芸
で
は
「
家
・
宗
族
＝
国
」
と
い
う
構
図
の
父
権
制
を
補
佐
・
補
完
す

る
も
の
と
し
て
機
能
し
、
さ
ら
に
現
代
の
京
劇
や
模
範
劇
な
ど
で
は
「
国
・
党
」

と
い
う
父
権
制
を
補
佐
・
補
完
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
部
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
清
末
『
忠
勇
』
の
花
阿
珍
の
姿
か
ら
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
女
性

の
父
権
制
に
対
す
る
「
反
逆
」
に
も
似
た
表
象
が
、
信
仰
と
リ
ン
ク
す
る
領
域

に
お
い
て
萌
芽
し
て
い
た
可
能
性
も
見
て
と
れ
る
。
黄
陂
の
木
蘭
信
仰
・
伝
説
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を
取
り
入
れ
て
成
立
し
た
『
忠
勇
』
は
、
多
分
に
信
仰
・
宗
教
要
素
を
含
ん
だ

作
品
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
叙
述
さ
れ
る
花
阿
珍
は
「
結
婚
」
と
い
う
家
・
宗
族

の
維
持
・
拡
大
行
為
自
体
に
反
逆
し
、
仏
門
に
入
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ま

た
木
蘭
も
儒
仏
道
の
修
道
と
い
う
宗
教
要
素
を
通
し
て
花
阿
珍
と
連
帯
を
深
め

て
い
た
た
め
、
二
女
は
自
身
の
身
体
を
、
家
で
も
国
で
も
な
く
、
信
仰
・
修
道

と
い
う
自
己
の
内
面
に
関
わ
る
も
の
に
托
そ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え

る

。

（
二
八
）当

然
こ
う
し
た
信
仰
要
素
は
、
現
代
中
国
の
国
家
観
に
は
合
わ
な
い
も
の

で
あ
る
た
め
、
本
書
が
分
析
対
象
と
し
た
戯
劇
作
品
群
に
は
ほ
ぼ
継
承
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
反
逆
性
は
、
菅
原
氏
が
パ
ネ
ル
発

言
で
提
示
し
た
、
一
九
三
〇
年
代
の
女
性
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
か
ら
の
逸
脱

／
同
性
同
士
の
結
び
つ

き

」
に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

（
二
九
）

う
。

《

注

》

（
一
）
田
仲
一
成
『
中
国
演
劇
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
）
、
小
松
謙
『
中

国
古
典
演
劇
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
）
、
磯
部
彰
編
『
清
朝
宮
廷
演
劇
文
化

の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
）
他
参
照
。

（
二
）
た
だ
し
、
楊
門
女
将
の
纏
足
姿
は
近
現
代
の
「
楊
家
将
」
演
劇
に
見
え
る
も
の

で
、
明
代
の
「
楊
家
将
」
小
説
『
北
宋
志
伝
』
『
楊
家
府
演
義
』
の
女
将
は
、
纏
足

は
せ
ず
男
装
も
す
る
。

（
三
）
『
北
宋
』
は
万
暦
二
十
一
（
一
五
九
三
）
年
序
刊
本
、
『
楊
家
府
』
は
万
暦
三
十

四
（
一
六
〇
六
）
年
序
刊
本
な
ど
が
現
存
。

（
四
）
岡
崎
由
美
『
漂
泊
の
ヒ
ー
ロ
ー
：
中
国
武
侠
小
説
へ
の
道
』
（
大
修
館
書
店
、
二

〇
〇
二
）
「
６
戦
う
女
た
ち
」
他
参
照
。

（
五
）
井
上
泰
山
・
大
木
康
・
金
文
京
・
氷
上
正
・
古
屋
昭
弘
共
著
『
花
関
索
伝
の
研

究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
）
所
収
金
文
京
「
解
説
」
、
お
よ
び
拙
稿
「
「
楊
家
将

演
義
」
に
お
け
る
比
武
招
親
に
つ
い
て
：
そ
の
祖
型
と
伝
承
の
一
端
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
中
国
文
学
研
究
』
三
一
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。

（
六
）
元
代
に
は
花
関
索
や
楊
文
広
を
題
材
に
す
る
詞
話
類
が
流
行
し
て
い
た
と
の
記

録
が
残
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
聴
覚
文
芸
た
る
説
唱
の
段
階
で
影
響
関
係
に
あ
っ
た

蓋
然
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
が
扱
う
「
文
字
化
さ
れ
た
小
説
」
が
、
聴
覚

文
芸
た
る
説
唱
や
、
視
聴
覚
文
芸
た
る
演
劇
と
地
続
き
の
関
係
に
あ
り
、
あ
る
種
の

身
体
性
を
持
つ
資
料
で
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
両
者
の
影
響
関
係
の

詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
五
）
拙
稿
二
〇
〇
五
参
照
。

（
七
）
詳
細
は
拙
稿
「
楊
家
将
「
五
郎
為
僧
」
故
事
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
日
本
ア
ジ

ア
研
究
』
八
、
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
八
）
こ
の
現
象
は
、
宮
内
氏
が
本
パ
ネ
ル
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、
「
国
家
・
党
に
よ
る

社
会
統
合
に
対
し
て
、
同
族
の
精
神
統
合
と
し
て
宗
族
観
念
が
持
続
し
た
り
、
自
己

を
保
護
す
る
対
象
の
ひ
と
つ
と
し
て
宗
族
結
合
が
あ
っ
た
り
し
た
」
（
日
本
中
国
学

会
第
七
四
回
大
会
、
宮
内
氏
パ
ネ
ル
資
料
）
と
い
う
近
代
中
国
で
の
状
況
と
類
似
す

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
播
州
楊
氏
と
楊
家
将
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
松
謙
「
武
人
の

た
め
の
文
学
：
楊
家
将
物
語
考
」
（
初
出
『
阿
頼
耶
順
宏
・
伊
原
澤
周
両
先
生
退
休

記
念
論
集

ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
所
収
）
、
拙
稿
「
楊
門

女
将
「
宜
娘
」
考
：
楊
家
将
故
事
と
播
州
楊
氏
」（
『
東
方
学
』
一
二
一
、
二
〇
一
一
）

を
参
照
。

（
九
）
前
掲
注
（
八
）
拙
稿
二
〇
一
一
お
よ
び
、
拙
稿
「
東
洋
文
庫
蔵
『
出
像
楊
文
広

征
蛮
伝
』
に
つ
い
て
」（
『
中
国
古
籍
文
化
研
究

稲
畑
耕
一
郎
教
授
退
休
記
念
論
集
』

下
、
二
〇
一
八
）
を
参
照
。

（
十
）
拙
稿
「
明
代
小
説
に
み
え
る
契
丹
：
楊
家
将
演
義
か
ら
」（
『
契
丹[

遼]

と10

～12
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世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
所
収
）
を
参
照
。

（
十
一
）
拙
稿
「
楊
家
将
の
系
譜
と
石
碑
：
楊
家
将
故
事
発
展
と
の
関
わ
り
か
ら
」
（
『
日

本
中
国
学
会
報
』
六
三
、
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
十
二
）
袁
桷
「
黄
宗
道
『
播
州
楊
氏
女
』
」
：
「
長
頭
黒
髪
垂
玄
雲
、
矯
矯
馬
首
雙
手
分
。

彫
弓
寶
刀
左
右
挟
、
欲
領
鐵
騎
趨
崑
崙
。
前
關
濤
湧
如
壊
牆
、
後
砦
百
溜
奔
溪
篁
。

羣
蠻
簇
唇
争
叫
囂
、
云
是
、
楊
家
女
子
功
最
高
。
還
家
膏
沐
帶
簪
珥
、
父
母
見
之
眼

垂
涙
。
君
不
聞
、
木
蘭
女
兒
着
金
鎧
、
年
少
從
軍
顔
不
改
。
一
朝
脱
役
歸
故
郷
、
樂

府
相
傳
至
今
在
」
。
柳
貫
「
黄
宗
道
『
播
州
楊
儀
娘
独
騎
図
』
」
：
「
蓬
蓬
玄
葆
纏
朱
帉
、

陽
臺
無
夢
無
行
雲
。
轡
銜
雙
控
馬
頭
赤
、
櫜
鞬
右
屬
豹
尾
文
。
宮
中
誰
嚴
婦
人
隊
、

河
外
皆
稱
娘
子
軍
。
不
憂
兵
氣
不
能
振
，
世
有
他
揚
人
得
聞
」

（
十
三
）
前
掲
注
（
九
）
拙
稿
二
〇
一
八
参
照
。
ま
た
、
現
代
京
劇
と
は
異
な
り
、
こ

れ
ら
『
北
宋
』
『
楊
家
府
』
『
征
蛮
』
の
小
説
群
に
は
纏
足
の
身
体
叙
述
が
な
い
こ
と

は
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
全
面
彩
色
絵
図
か
ら
な
る
『
征
蛮
』
は
、
読
み
聞
か
せ

形
式
で
も
受
容
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
こ
で
視
聴
覚
化
さ
れ
た
楊
門
女
将
の

身
体
は
、
演
劇
の
そ
れ
と
隣
接
す
る
表
象
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
十
四
）
前
掲
注
（
八
）
小
松
氏
一
九
九
七
論
文
、
小
松
謙
「
詞
話
系
小
説
考
」
（
『
東

方
学
』
九
五
、
一
九
九
八
）
、
前
掲
注
四
岡
崎
氏
二
〇
〇
二
著
書
他
参
照
。

（
十
五
）
「
家
将
も
の
」
と
才
子
佳
人
小
説
の
「
男
装
」
「
招
親
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

大
塚
秀
高
「
西
王
母
の
娘
た
ち
ー
「
遇
仙
」
か
ら
「
陣
前
比
武
招
親
」
へ
」
（
『
日
本

ア
ジ
ア
研
究
』
八
、
二
〇
一
一
）
に
言
及
さ
れ
る
。

（
十
六
）
清
の
木
蘭
故
事
と
「
家
将
も
の
」
小
説
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
張
清
発
「
奇

女
奇
史
：
木
蘭
従
軍
的
叙
事
発
展
与
典
範
建
構
」
（
『
台
北
大
学
中
文
学
報
』
一
一
、

二
〇
一
二
）
に
詳
し
い
。

（
十
七
）
闕
真
「
徐
渭
《
雌
木
蘭
》
再
創
作
的
思
考
」
（
『
株
洲
工
学
院
学
報
』
二
〇
〇

三
年
第
六
期
）
、
武
田
雅
哉
『
楊
貴
妃
に
な
り
た
か
っ
た
男
た
ち
：
「
衣
服
の
妖
怪
」

の
文
化
誌
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
）
、
賀
灧
波
「
家
国
的
想
象
与
重
構
：
花
木
蘭
形

象
伝
播
簡
史
」
（
『
鲁
東
大
学
学
報
』(

哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇
一
七
年
第
六
期
）
他

参
照
。

（
十
八
）
た
だ
し
、
『
雌
木
蘭
』
が
実
演
台
本
、
案
頭
文
学
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
木
蘭
が
纏
足
を
解
く
場
面
に
は
性
愛
の
表
象
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は

脱
性
愛
化
し
た
模
範
劇
と
異
な
る
。

（
十
九
）
清
乾
隆
四
十
一
（
一
七
七
六
）
年
「
漪
園
四
種
」
礼
府
蔵
本
が
、Harvard

Library

のH
P

上
に
公
開
さ
れ
る
。

https://iiif.lib.harvard.edu/m
anifests/view

/drs:52230427$1i

（
二
十
）
た
だ
し
本
作
は
纏
足
を
禁
じ
た
清
朝
の
王
族
が
な
し
た
作
品
で
あ
る
た
め
か
、

花
木
蘭
の
纏
足
姿
は
描
か
れ
な
い
。

（
二
一
）
道
光
三
十
（
一
八
五
〇
）
年
刊
本
な
ど
が
現
存
。

（
二
二
）
こ
の
着
地
点
は
才
子
佳
人
小
説
の
「
双
嬌
斉
獲
」
話
型
か
ら
の
影
響
を
受
け

て
い
る
だ
ろ
う
。
「
双
嬌
斉
獲
」
に
つ
い
て
は
大
塚
秀
高
『
漢
文
古
典
Ⅱ
』
「
第
一
四

章
」
（
日
本
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
八
七
）
他
参
照
。

（
二
三
）
清
康
煕
三
十
四
（
一
六
九
五
）
年
刊
、
二
十
巻
百
回
本
な
ど
が
現
存
。

（
二
四
）
例
え
ば
「
隋
唐
も
の
」
の
『
説
唐
後
伝
』
の
前
半
で
は
羅
家
将
の
話
が
描
か

れ
る
が
、
第
六
回
以
降
に
羅
通
の
母
＝
羅
成
の
妻
と
し
て
「
竇
氏
」
が
登
場
す
る
。

ま
た
、
『
説
唐
三
伝
』
第
一
八
・
一
九
回
に
は
落
草
し
て
い
た
竇
建
徳
の
孫
娘
・
竇

仙
童
が
薛
家
将
の
一
員
で
あ
る
薛
丁
山
を
「
陣
前
招
親
」
す
る
話
が
み
え
る
。

（
二
五
）
『
隋
唐
』
の
瓦
崗
寨
は
国
へ
の
反
逆
性
を
示
す
象
徴
的
な
存
在
と
い
え
よ
う
。

（
二
六
）
張
静
「
道
教
与
黄
陂
木
蘭
伝
説
」
（
『
文
化
遺
産
』
二
〇
一
四
年
第
五
期
）
他

参
照
。

（
二
七
）
清
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）
刊
本
な
ど
が
現
存
。

（
二
八
）
当
然
こ
れ
ら
は
女
性
の
主
体
的
な
「
反
逆
」
で
は
な
く
、
男
性
作
者
の
視
点
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を
通
し
た
叙
述
で
あ
り
、
さ
ら
に
宗
教
的
超
俗
性
を
示
す
機
能
の
方
が
大
き
い
叙
述

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
男
性
作
者
が
宗
教
の
場
に
お
け
る
女
性
同
士
の
連
帯
の
様
相

を
作
品
に
反
映
し
た
部
分
も
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
二
九
）
日
本
中
国
学
会
第
七
四
回
大
会
、
菅
原
氏
パ
ネ
ル
資
料
を
参
照
。


